
別紙－７
【債務負担行為工事の評定方法について】

１．評定方法 （ケース１：３年債務負担行為の工事の場合） ３．評 定 例：

初年度 （債務負担行為工事支払限度額既済部分検査） ・３年債務負担行為の工事。

（監督員＋主任監督員）×０．４ ＋ 担当課長等×０．２ ＋ 検査職員×０．４ ＝ ① ・法令遵守等 初年度：口頭注意相当。（－５点）

① ＋法令遵守等 ＝ 既済部分検査評定点 ② ……………② 評定通知 次年度：文書注意相当。（－８点）

次々年度：該当項目なし。

次年度 （債務負担行為工事支払限度額既済部分検査）

（監督員＋主任監督員）×０．４ ＋ 担当課長等×０．２ ＋ 検査職員×０．４ ＝ ③ 初年度 （債務負担行為工事支払限度額既済部分検査）

③ ＋法令遵守等 ＝ 既済部分検査評定点 ④ ……………④ 評定通知 監督員＋主任監督員評定点 担当課長評定点 検査職員評定点 ①

８２．５×０．４ ＋ ７５．０×０．２ ＋ ７０．０×０．４ ＝ ７６．０ ………７６

次々年度 （債務負担行為工事完成検査）

（監督員＋主任監督員）×０．４ ＋ 担当課長等×０．２ ＋ 検査職員×０．４ ＝ ⑤ ① 法令遵守等 ② ②

⑤ ＋法令遵守等 ＝ 完成検査評定点 ⑥ ……………⑥ 評定通知 ７６ ＋ （－５） ＝ ７１ …………… ７１ 評定通知

【評定点の確定】評定通知

評定点の確定は、各年度の評定通知をもとに行う。 次年度 （債務負担行為工事支払限度額既済部分検査）

（①＋③） 監督員＋主任監督員評定点 担当課長評定点 検査職員評定点 ③

評定点 ⑦ ＝ 既済部分評定点の平均点 2 × ４割 ＋ 完成検査評定点 ⑤ × ６割 ８０．０×０．４ ＋ ７２．５×０．２ ＋ ７０．０×０．４ ＝ ７４．５ ………７５

最終評定点 ＝ 評定点 ⑦ ＋ 法令遵守等 ③ 法令遵守等 ④ ④

注）法令遵守等は、減点評価のみ。 ７５ ＋ （－８） ＝ ６7 …………… ６７ 評定通知

２．評定方法 （ケース２：２年債務負担行為の工事の場合）

初年度 （債務負担行為工事支払限度額既済部分検査） 次々年度 （債務負担行為工事完成検査）

（監督員＋主任監督員）×０．４ ＋ 担当課長等×０．２ ＋ 検査職員×０．４ ＝ ① 監督員＋主任監督員評定点 担当課長評定点 検査職員評定点 ⑤

① ＋法令遵守等 ＝ 既済部分検査評定点 ② ……………② 評定通知 ８２．５×０．４ ＋ ７７．５×０．２ ＋ ８０．０×０．４ ＝ ８０．５ ………８１

次年度 （債務負担行為工事完成検査） ⑤ 法令遵守等 ⑥ ⑥

（監督員＋主任監督員）×０．４ ＋ 担当課長等×０．２ ＋ 検査職員×０．４ ＝ ③ ８１ ＋ ０ ＝ ８１ …………… ８１ 評定通知

③ ＋法令遵守等 ＝ 既済部分検査評定点 ④ ……………④ 評定通知

【評定点の確定】評定通知 【評定点の確定】評定通知

評定点の確定は、各年度の評定通知をもとに行う。 初年度 ① 次年度 ③ 次々年度 ⑤ ⑦

評定点 ⑤ ＝ 既済部分評定点 ① × ４割 ＋ 完成検査評定点 ③× ６割 １／２×（７６＋７５）×０．４ ＋ ８１×０．６ ＝ ７８．８ ………７９

最終評定点 ＝ 評定点 ⑤ ＋ 法令遵守等 ⑦ 法令遵守等

注）法令遵守等は、減点評価のみ。 最終評定点 ＝ ７９ ＋ （－８） ＝ ７１

注）法令遵守等は、減点評価のみ。


